
 

ＪＲ連合 

ＮＥＷＳ 

ＪＲ産業に集う 
すべての仲間の 
ＪＲ連合への 
総結集を！！ 

2023年度 

Ｎｏ．２７ 

２０２３年９月１５日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ連合は９月１日、「21 世紀の鉄道を考え

る議員フォーラム」に所属する国会議員の秘書

を対象とした勉強会を開催した。勉強会には 52

名の議員秘書が参加したほか、ＪＲ連合役職

員・ＪＲ各単組の政策担当者も参加した。 

主催者挨拶において荻山市朗会長は、「コロ

ナ禍を経て社会変化が加速し、ＪＲ産業が抱え

る課題が顕在化。現在は国鉄改革に並ぶ大転換

期を迎えており、次なる 20～30 年を展望し取

り組みを推進していく。民間活力を活かして産業の成長や新幹線・関連事業等の成

長分野を磨き上げていく一方、地域公共交通の担い手としての役割を果たす必要が

あり、官民パートナーシップを強化していく。実現に向けては政治との連携が必要

不可欠」と述べ、引き続きの連携を要請した。 

ＪＲ連合からの課題提起では、まずは相良夏樹組

織局長より、６月の定期大会で新任となった専従

役員を紹介したほか、ＪＲ連合の諸活動が広範に

伝わるようＳＮＳを活用した情報発信に取り組ん

でいる旨を説明し、連携強化を要請した。また、Ｊ

Ｒ労働界の現状や引き続きの課題について説明を

行った。続いて石川敏也産業政策局長からは、

この間のＪＲ連合の取り組みや策定した政策

提言を紹介したうえで、喫緊の課題である離

職・人財確保の問題や物流・建設業における

2024 年問題について課題提起を行った。 

その後は国会議員の選出エリアごとにＪＲ各単組で分

かれ、各単組の政策担当者がそれぞれの役員紹介を行う

とともに、各地域の個別政策課題等についての説明を行

い、意見交換を実施した。 

意見交換が盛り上がる中、最後は、改めて議員各事務所

とＪＲ連合役員・各単組政策担当者との積極的な意思疎

通、緊密な連携を要請し、勉強会を締めくくった。 


